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Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
六
月
二
十
九
日
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
（
以
下
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
と
す

る
。
）
の
交
渉
に
不
可
欠
な
大
統
領
貿
易
促
進
権
限
（
Ｔ
Ｐ
Ａ
）
法
案
に
署
名
し
、
同
法
は
成
立
し
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
は
七
月
中

に
も
見
込
ま
れ
る
大
筋
合
意
に
向
け
て
交
渉
が
加
速
さ
れ
る
等
の
各
種
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。

右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
三
〇
一
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
今
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
国
会
決
議
の
遵
守
は
当
然
で
あ
る
か
政
府
の
見
解
を
問
う
た
と
こ

ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
三
〇
一
号
）
で
は
、
「
政
府
と
し
て
は
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
交
渉
に
お
い
て
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
農
林
水
産
委
員
会
の
決
議
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
守
る
べ
き
も
の
は
守

り
、
攻
め
る
べ
き
も
の
は
攻
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
益
に
か
な
う
最
善
の
道
を
追
求
す
る
よ
う
、
全
力
で
交
渉
に
当
た
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
当
方
は
、
国
会
決
議
の
遵
守
を
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
政
府
の
見

解
を
問
う
た
の
で
あ
る
。
国
会
決
議
の
遵
守
を
す
る
か
否
か
端
的
に
答
え
ら
れ
た
い
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
重
要
五
品
目
（
コ
メ
、
麦
、
牛
肉
・
豚
肉
、
乳
製
品
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
甘
味
資
源
作
物
）
い
わ

ゆ
る
「
聖
域
」
を
守
る
と
い
う
姿
勢
で
交
渉
に
臨
ん
で
い
る
か
問
う
た
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
三
〇

一



一
号
）
で
は
、
当
方
の
質
問
に
対
し
答
え
ら
れ
て
い
な
い
。
政
府
は
、
い
わ
ゆ
る
「
聖
域
」
を
守
る
と
い
う
姿
勢
で
交
渉
に

臨
ん
で
い
る
か
否
か
端
的
に
答
え
ら
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


